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健康の第３の柱『社会的ウェルビーイング』が拓く医療の未来 

開 催 趣 旨 

 

健康を身体と精神だけで捉える時代は終わりつつある。 

孤独・孤立や社会的孤立が健康に深刻な影響を及ぼすことが明らかとなる一方、文化や

自然との関わり、生きがいや人生の意味といった、人が「自分らしく生きること」を支える

要素にも関心が高まっている。これからの医療には、疾病を治療するだけでなく、人々のウ

ェルビーイングを総合的に支える役割が期待されている。本シンポジウムでは、「社会的ウ

ェルビーイング」を健康の第 3 の柱として捉え、医療・保健・介護の中に実装するための課

題と可能性を議論するとともに、それを起点として、人間の豊かな営みを包摂する新たな健

康観と、それを支える医療の未来を展望する。 

WHO は健康を、「身体的、精神的及び社会的に完全に良好な状態（well-being）」と定義

している。すなわち健康とは、病気がないことではなく、身体・精神・社会の 3 つの側面に

おいてウェルビーイングが満たされた状態を意味する。しかし、この 70 年以上、医療や保

健政策では身体的・精神的健康が中心となり、「社会的ウェルビーイング」は十分に取り組

まれてきたとは言い難い。 

近年、孤独・孤立や社会的孤立が心血管疾患、認知症、うつ病、さらには死亡リスクとも

関連することが明らかとなり、人とのつながりや社会参加は健康を支える重要な基盤として

世界的に注目されている。こうした流れを受け、WHOは2025年に公表したFrom Loneliness 

to Social Connection（Commission on Social Connection Flagship Report）において、「社会

的ウェルビーイング」を健康の第 3 の柱としてあらためて位置づけ、その実現に向けた政

策・研究・実践の推進を提言した。 

日本では、孤独・孤立対策推進法の制定をはじめ、この分野の政策は世界に先駆けて展開

され、特に高齢者ケアの領域では、社会的つながりを支える多様な実践やエビデンスが蓄積

されてきた。一方で、医療や介護の保険制度への組み込みは十分とは言えない。しかし近年

では、がんサバイバーへの就労・社会参加支援、精神科地域リハビリテーション、社会的処

方に加え、文化芸術、スポーツ、自然活動など地域資源と医療・福祉を結びつける新たな取

り組みも広がり始めている。 

本シンポジウムでは、こうした国内外の動向や先進的な実践を踏まえ、社会的ウェルビ

ーイングを医療に実装するための制度や実践のあり方を議論する。加えて、健康とは何か、

医療は人々の人生や地域社会にどのような価値を生み出すことができるのかという、より本

質的な問いについても考えたい。 
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